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ことである。もちろん和英辞典を見れば、「縁」に当たる英語として “chance” “tie” 

































































































【付記】本稿は、2012 年 8 月 30 日～ 9月 1 日に東京電機大学で行われた第 14 回日本感性工学会大会
で発表した原稿に加筆修正を加えたものである。
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